
令和年月日 木曜日 (号外特第号)官 報

第
四
十
条
の
六
第
五
十
二
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
第
七
十
条
の
四
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
貸

付
け
」
を
「
第
七
十
条
の
四
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
貸
付
け
」
に
、「
当
該
貸
付
け
」
を「
当
該
特
定
貸
付
け
」

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
条
第
五
十
三
項
中
「
第
六
十
三
項
」
を
「
第
六
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条

第
五
十
九
項
中
「
第
六
十
四
項
」
を
「
第
六
十
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
十
項
を
削
り
、
同
条
第
六
十
一
項
を
同

条
第
六
十
項
と
し
、
同
条
第
六
十
二
項
を
同
条
第
六
十
一
項
と
し
、
同
条
第
六
十
三
項
中
「
第
五
十
二
項
第
三
号
及

び
第
六
十
項
」
を
「
第
五
十
二
項
第
二
号
」
に
、「
こ
れ
ら
の
規
定
」
を
「
同
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
二

項
と
し
、
同
条
第
六
十
四
項
を
同
条
第
六
十
三
項
と
し
、
同
条
第
六
十
五
項
か
ら
第
七
十
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り

上
げ
る
。

第
四
十
条
の
六
の
二
第
八
項
中
「
前
条
第
六
十
四
項
」
を
「
前
条
第
六
十
三
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
の
七
第
六
項
第
一
号
中
「
第
四
十
条
の
六
第
六
十
七
項
第
二
号
」
を
「
第
四
十
条
の
六
第
六
十
六
項
第

二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
若
し
く
は
同
法
第
二
十
条
に
規
定
す
る
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
譲
渡
を
し
た
場
合
」
を
削
り
、
同
条
第
二
十
項
及
び
第
二
十
七
項
中
「
農
用
地
利
用
集
積
計
画
」
を
「
農

用
地
利
用
集
積
等
促
進
計
画
」
に
改
め
、
同
条
第
五
十
六
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
四
十
条
の
六
第
五
十
二
項
の
規
定
は
、
法
第
七
十
条
の
六
第
二
十
八
項
に
規
定
す
る
特
定
貸
付
け
が
で
き
な

い
場
合
と
し
て
政
令
で
定
め
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
条
の
六
第
五
十
二
項

第
一
号
中
「
第
七
十
条
の
四
第
二
十
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
条
の
六
第
二
十
八
項
」
と
、「
農
地
等
」
と
あ

る
の
は
「
特
例
農
地
等
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
七
十
条
の
四
第
一
項
本
文
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
条
の
六

第
一
項
本
文
」
と
、「
受
贈
者
が
法
第
七
十
条
の
四
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
農
業
相
続
人
が
法
第
七
十
条
の

六
の
二
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
条
の
七
第
六
十
二
項
中
「
第
五
十
六
項
」
の
下
に
「
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
条
の
六
第
五
十
二
項
」

を
加
え
、「
同
項
」
を
「
同
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
の
十
九
第
五
項
第
一
号
中
「
第
十
九
条
第
一
項
」
を「（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
十
九

条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
第
一
項
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

当
該
家
屋
が
建
築
基
準
法
施
行
令
第
三
章
及
び
第
五
章
の
四
の
規
定
若
し
く
は
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣

と
協
議
し
て
定
め
る
地
震
に
対
す
る
安
全
性
に
係
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
又
は
昭
和
五
十
七
年

一
月
一
日
以
後
に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
四
十
四
条
の
二
を
削
り
、
第
四
十
四
条
の
三
を
第
四
十
四
条
の
二
と
し
、
第
四
十
四
条
の
四
を
第
四
十
四
条
の

三
と
す
る
。

第
四
十
六
条
第
二
項
中
「
第
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
の
七
第
一
項
中
「
第
四
十
六
条
の
八
の
二
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
四
十
六
条
の
八
の
二
第
二
項
第

一
号
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
の
八
の
二
の
見
出
し
中
「
で
販
売
す
る
酒
類
の
範
囲
、
手
続
等
」
を「
に
お
け
る
免
税
販
売
手
続
等
」

に
改
め
、
同
条
第
十
五
項
中
「
第
二
項
第
一
号
ロ
」
を
「
第
三
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
」
に
、「
同
号
ロ
に
規
定
す
る
旅

券
等
に
記
載
さ
れ
た
情
報
」
を
「
旅
券
情
報
等
」
に
、「
第
四
項
」
を
「
第
五
項
」
に
、「
第
九
項
」
を
「
第
十
項
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
六
項
と
し
、
同
条
第
十
四
項
中
「
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
運
送
契
約
を
締
結
し
た
国

際
第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
」
を
「
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
運
送
契
約
を
締
結
し
た
国
際
第
二
種
貨
物
利

用
運
送
事
業
者
」
に
、「
非
居
住
者
」
を
「
免
税
購
入
対
象
者
」
に
、「
居
住
者
（
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
第
六
条

第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
居
住
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）と
な
る
」
及
び
「
居
住
者
と
な
る
」

を
「
免
税
購
入
対
象
者
で
な
く
な
る
」
に
、「
第
四
十
六
条
の
八
の
二
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
四
十
六
条
の
八
の
二

第
三
項
第
二
号
」
に
、「
な
る
時
」
を
「
な
く
な
る
時
」
に
、「
第
十
八
条
第
十
六
項
」
を
「
第
十
八
条
第
十
七
項
」に
、

「
第
四
十
六
条
の
八
の
二
第
十
四
項
」
を
「
第
四
十
六
条
の
八
の
二
第
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項

と
し
、
同
条
第
十
三
項
中
「
非
居
住
者
」
を
「
免
税
購
入
対
象
者
」
に
、「
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
三
項
第
二
号
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第
五
項
及
び
第
六
項
」
を
「
第
六
項
及
び
第
七
項
」

に
、「
第
十
項
前
段
」
を
「
第
十
一
項
前
段
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
を
同
条
第
十

二
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
第
十
二
項
」
を
「
第
十
三
項
」
に
、「
、
第
四
項
」
を
「
、
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
九
項
中
「
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
三
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十

項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
三
項
第
一
号
」
に
、「
非
居
住
者
」
を
「
免
税
購
入
対
象
者
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第
五
項
」
に
、「
第
十
項
前
段
」
を
「
第
十

一
項
前
段
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
項
第
一
号
ロ
又
は
第
二
号
イ
」
を

「
第
三
項
第
一
号
又
は
第
二
号
」
に
、「
同
項
第
一
号
ロ
」
を
「
同
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
」
に
、「
旅
券
等
に
記
載
さ
れ

た
情
報
の
」
を
「
情
報
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
十
六
項
に
お
い
て
「
旅
券
情
報
等
」
と
い
う
。）の
」
に
、「
当
該
旅
券

等
に
記
載
さ
れ
た
情
報
」
を
「
当
該
旅
券
情
報
等
」
に
、「
非
居
住
者
」
を
「
免
税
購
入
対
象
者
」
に
、「
第
十
八
条
第

六
項
」
を
「
第
十
八
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
居
住
者
（
法
第
八
十
七

条
の
六
第
三
項
に
規
定
す
る
居
住
者
を
い
う
。）と
な
る
」
を
「
免
税
購
入
対
象
者
で
な
く
な
る
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
非
居
住
者
」
を
「
免
税
購
入
対
象
者
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
以
下

こ
の
項
」
を
「
イ
」
に
、「
同
じ
。）」
を
「
同
じ
。）又
は
デ
ジ
タ
ル
庁
が
整
備
及
び
管
理
を
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
当
該
旅
券
等
に
係
る
情
報
が
表
示
さ
れ
た
当
該
免
税
購
入
対
象
者
の
使
用
す
る
通
信
端
末
機
器
（
入
出
力
装
置
を

含
む
。）の
映
像
面
」
に
、「
提
示
す
る
」
を
「
提
示
し
、
か
つ
、
当
該
旅
券
等
に
係
る
情
報
を
当
該
酒
類
製
造
者
に
提

供
す
る
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ロ

第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
書
類
を
当
該
輸
出
酒
類
販
売
場
を
経
営
す
る
酒

類
製
造
者
に
提
示
し
、
か
つ
、
当
該
書
類
に
記
載
さ
れ
た
情
報
を
当
該
酒
類
製
造
者
に
提
供
す
る
こ
と
又
は

当
該
書
類
の
写
し
を
当
該
酒
類
製
造
者
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
四
十
六
条
の
八
の
二
第
二
項
第
二
号
中
「
非
居
住
者
」
を
「
免
税
購
入
対
象
者
」
に
改
め
、
同
号
イ
中「
全
て
」

を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加

え
る
。法

第
八
十
七
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
は
、
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
で
あ
つ
て
、国
内（
酒

税
法
の
施
行
地
を
い
う
。）以
外
の
地
域
に
引
き
続
き
二
年
以
上
住
所
又
は
居
所
を
有
す
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令

で
定
め
る
書
類
に
よ
り
確
認
が
さ
れ
た
者
と
す
る
。

第
四
十
六
条
の
八
の
三
中
「
前
条
第
二
項
第
二
号
ロ
」
を
「
前
条
第
三
項
第
二
号
ロ
」
に
、「
前
条
第
四
項
」を「
前

条
第
五
項
」
に
、「
同
条
第
十
項
後
段
」
を
「
同
条
第
十
一
項
後
段
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
の
八
の
六
を
第
四
十
六
条
の
八
の
八
と
す
る
。

第
四
十
六
条
の
八
の
五
の
二
を
第
四
十
六
条
の
八
の
六
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
税
関
長
の
権
限
の
委
任
）

第
四
十
六
条
の
八
の
七

法
第
八
十
七
条
の
六
第
三
項
本
文
の
承
認
及
び
徴
収
に
係
る
税
関
長
の
権
限
並
び
に
同
項

本
文
の
規
定
に
よ
り
直
ち
に
徴
収
す
る
酒
税
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
税
関
長
の
権
限
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
権
限
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
税
関
官
署
の
長
に
委
任
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
国

税
通
則
法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
四
十
条
並
び
に
同
法
第
四
十
三
条

第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
く
税
関
長
の
権
限
に
つ
い
て
は
、
税
関
長
が
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

一

法
第
八
十
七
条
の
六
第
三
項
本
文
の
承
認
及
び
徴
収
に
係
る
税
関
長
の
権
限
並
び
に
同
項
本
文
の
規
定
に
よ

り
直
ち
に
徴
収
す
る
酒
税
に
関
す
る
国
税
通
則
法
第
三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

同
法
第
三
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
同
法
第
三
十
三
条
第
四
項
、
同
法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
三
十
六
条
、
第
三
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
四
十
条
並
び

に
同
法
第
四
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
く
税
関
長
の
権
限
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
権
限
を
「
税
関
長
権
限
」
と
い
う
。）（
次
号
の
規
定
に
よ
り
同
号
に
定
め
る
税
関
官
署

の
長
に
委
任
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。）
当
該
税
関
長
権
限
に
係
る
処
分
の
対
象
と
な
る
事
項
を
所
轄
す
る
税
関

支
署

二

税
関
長
権
限

当
該
税
関
長
権
限
に
係
る
処
分
の
対
象
と
な
る
事
項
を
税
関
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
つ
て

所
轄
す
る
税
関
出
張
所
、
税
関
支
署
出
張
所
並
び
に
税
関
長
が
指
定
す
る
税
関
監
視
署
及
び
税
関
支
署
監
視
署
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